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概 況

2023 年末の自販機及び自動サービス機の普及台数は、対前年比 99.1％の 393 万 1,900

台となりました。

台数占拠率が最も高い飲料自販機は、221 万 8,600 台（対前年比 98.9%）と微減となり

ました。これは新型コロナウイルスの 5 類移行による人流の活性化や記録的な猛暑によっ

て止渇需要が増加したものの、値上げの影響により売上の回復が鈍化したことで、投資意

欲が期待以上に喚起されなかったことに加え、不採算ロケーションの見直しが図られた

ことが要因に挙げられます。一方、食品自販機において、冷凍食品自販機のニーズには

一服感がみられますが、洋菓子店等の小売店や新幹線が停車する主要駅・飲食店等の販

路拡大に活躍したことを背景に安定的に台数を伸ばし、8 万 1,000 台（対前年比 104.2％）

に増加しました。

次に、乗車券券売機について、鉄道事業者の業績はインバウンド等による旅行客の増

加に伴い持ち直しつつあります。しかしながら、コロナ禍以前の水準に未だ回復してい

ないため、券売機を新設する動きは見られず、置き換え需要に留まった結果、1 万 4,100

台（対前年比 99.3％）とわずかに減少しました。今後、クレジットカードタッチ決済や

ＱＲコード乗車券の導入といった将来における乗車券の在り方が見直される中、台数は

緩やかに減少していくものと推測されます。一方、食券券売機については、飲食店業界

において人手不足等を背景に省力・省人化への関心が高まり新規出荷が増加したことで、

対前年比 101.2％となる 4 万 9,500 台となりました。

さらに、時間や場所等を提供する自動サービス機において、両替機は、設置される施

設の減少が影響し、対前年比 1.1％の減少となりました。また、自動精算機は主な施設へ

の導入が一巡したものとみられますが、働き方改革により中小規模事業者において業務

効率化を図る機運が高まり、機器の採用が進んだことから、わずかに増加しました。

最後に、2024 年 7 月 3 日に予定される新日本銀行券の発行について、市場ごとの進捗

に差異はあるものの、顧客の要望に応じながら粛々と改修が進んでいます。そうした中、

改刷対応を契機とする新機種の導入検討等が、台数の増減に影響を些か及ぼした結果と

なりました。
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自販機普及台数

機　　種 中　身　商　品　例 普及台数
（台）

前年比
（％）

飲 料 自 動 販 売 機

清涼飲料（缶ボトル） 1,977,200 99.2

乳飲料（紙パック） 97,500 97.1

コーヒー・ココア（カップ） 124,600 97.3

酒・ビール 19,300 95.1

飲 料 小 計 2,218,600 98.9

食 品 自 動 販 売 機 インスタント麺・冷凍食品・
アイスクリーム・菓子他 81,000 104.2

た ば こ 自 動 販 売 機 たばこ 75,300 81.6

券 類 自 動 販 売 機
乗車券 14,100 99.3

食券・入場券他 49,500 101.2

券 類 小 計 63,600 100.8

日 用 品 雑 貨 自 動 販 売 機 カード、衛生用品、新聞、玩具他 201,400 100.0

自 動 販 売 機 合 計 2,639,900 98.6

自 動 サ ー ビ ス 機

両替機 62,800 98.9

自動精算機（駐車場・ホテル・病院他） 158,400 100.4

その他
（コインロッカー・各種貸出機他） 1,070,800 100.0

自 動 サ ー ビ ス 機 小 計 1,292,000 100.0

　　合　　　計 3,931,900 99.1 

2023 年 12 月末現在
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機種別普及状況
2023 年 12 月末現在

年別普及台数
年 普及台数（台） 前年比（％）

2012（平成 24） 5,092 ,730 100.2
2013（平成 25） 5,094 ,000 100.0
2014（平成 26） 5,035 ,600 98.9
2015（平成 27） 5,001 ,700 99.3
2016（平成 28） 4,941 ,400 98.8
2017（平成 29） 4,271 ,400 86.4
2018（平成 30） 4,235 ,100 99.2
2019（令和  1） 4,149 ,100 98.0
2020（令和  2） 4,045 ,800 97.5
2021（令和  3） 4,003 ,600 99.0
2022（令和  4） 3,969 ,500 99.1
2023（令和  5） 3,931 ,900 99.1

※ 2017 年の台数減については「日用品雑貨自動販売機」の統計機種再考による。






